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西表島北東沖の海底地形調査報告
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Report of Coastal Survey off the North-East Part of Iriomote Island 
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1. はじめに

平成3年 1月頃から西表島周辺海域で群発地震が発生した。当初は西表島周辺l乙地震計の配置が少なかっ

たため，群発地震の震源は西表島南西沖lζプロッ 卜されていたが，その後地震計の増設が行われ，群発地震

の正確な震源域は西表島の北西海岸域（浦内～白浜地区）と決定された。震源の深さは数kmと浅く，火山性

地震の可能性もある。

現在の西表島とその周辺の島々には活火山はないが，大正13年10月には西表島北東沖で海底火山の噴火が

報告されている。その海底噴火位置は未だ特定されていないし，噴火の性質も規模も不明な点が多い。しか

し，乙の海域は石垣港lζ大型船が入港する際に必ず通過する海域であり ，今後の有事の船舶航行安全を考え

ても，噴火位置は解明しておくべき事項である。

平成 3年4月，石西礁湖測量中の測量船「天洋J塔載のハイドロチャー 卜Eを用いて，西表島北京仲を測

量して頂いた成果を詳解し，今後の展望を述べる。

2. 調査海繊の設定と調査方法

平成2年度に調査 ・刊行された「西表島北部Jの海底地形図の北東部の海域K，孤立した小規模な高まり

3つを見いだす乙とができた。乙れらの高まりを横切る測線の音波探査記録（スパーカー）には，いずれも

堆積層を貫き海底lζ露出する様な岩体が描き出されていたので，火成岩類として記述する乙ととした。 ζ の

内の北側の 2つは加藤（ 1982）の指摘した噴火位置とほぼ一致しているようであった。今回乙の海域に調査

海域を設定し，測量船「天洋」により調査を実施した。

誤rj位には精密電波測位機（トライスポンダー）を用い， 550m間隔の南北測線を13本設定した。小規模な

火山体はナロ ーマルチ ビーム測深機で 100%カバー （未測域なし）の測量でないと判別不可能であるので，

ハイ ドロチャ ー トJIILより本海域を 100%カバーで調査した。その航跡図を第 1図，海底地形図（メッシュ

幅： 100m）を第2図，鳥敵図を第 3図に示す。また，採泥を①北緯24°34. 6＇東経 123° 59. 3，と②北緯24。

34. 2＇東経 124° 01. 5’の 2点で実施した。

3. 西表島北東沖の海底地形

第2図lζ示したように，調査海域の北西部lとは東西及び北西方向にのびる海底谷が存在し，その一つの北

西方向lζのびる海底谷の南東方向の延長線上には直線的な尾根線が続いているので，乙の海底谷は断層に沿

って形成されたと考えられる。調査海域の中央部には長軸が北東一南西方向にのびる惰円形の高まりが存在
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第 1図 測量船 「天洋」の航跡図（ランベノレト図法，原図 1/25000) 
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第 2図 西表島北東沖海底地形図（ランベJレト図法，原図 1/25000) 
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第 3図 西表島北東沖鳥敵図（50。より）
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し，その南方には頂部が平却な台地状の高まりが2ケ所分布している。北緯加。32’付近には，楕円形の高

まりを切るように東西にのびる断間農と思われる極めて直線的な海底地形が存在し，その南側はほぼ三角形

の凹地となっている。

との海底地形図から海底噴火の際に形成された噴火口等の顕著な火山地形は識別されず，乙の海底地形図

だけから大正13年10月の海底噴火位置を特定する乙とは困難である。

4. 採取試料

ドレッジにより採取した 2点の試料の内，北緯24。34.6’東経 123° 59. 3’から採取した岩石lζ火山岩片が

含まれていた。挙大程度の黒色の溶岩片であり， 安山岩と思われる。その表面には生物が付若していて，

新鮮な破断面は露出していないので，転石であると考えられる。つまり噴火の際に周辺に飛散したものであ

り， ζの採取地点が噴火地点であるとは言えない。

5. 今後の展望

乙の地震活動は地域住民に不安感を与え，その笹戒に当たっていた石垣保安部の職員が，ヘリコプターあ

るいは陸行で西表島北部の中野海岸から軽石（おそらく過去に標着したもの〕を採取して，それを水路部へ

輸送していただいた。しかし，現在の水路都には火山岸類を分析する手段はほとんどなく，乙の軽石か

らは何のデータも出ていないのが現状である。今後，同胞から火山岩類が水路部へ輸送されてきた時のために

も，汚染調査室の蛍光X線装置とその火山岩用試料作製装置を用いて，平系より火山岩の化学組成分析を実

施していきたいと考えている。火山岩の化学組成分析手法の流れ図を第4図に示す。

6. おわりに

本論中の調査に従事して頂いた測量船「天洋」の

船長以下乗組員諸氏の絡段の御努力に心より感謝い

たします。第11管区水路部の小川正泰氏，山田裕一

氏，瀬田英憲氏には現地作業をして頂いた。乙乙 lζ

明記して謝意を表します。

また，この成果は第57回火山噴火予知連絡会にお

いて，発表されました。
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火山岩の温銭き（蒸留水に一晩漬け置く）

ステンレスポールミルで粉硲（20分間）

溶剤（四ほう酸リチウム）を10:1の割合で混合

ピードサンプラーで試料を融解し

均質なガラスピードを作成

蛍光X線分析装置により全岩総成分析

第 4図 火山岩の化学組成分析手法の流れ図
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